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論文内容の要旨
本論文は、イギリスの地域政策を歴史的に跡付けたものである。全体は4部1章から構成されている。
第 1部では主題を、国家(地頃は客体である)による空間的政策(産業政策ではない)のーっとして、
また歴史的・社会的存布 (1地域の政策」ないし「地域における政策」 ー般ではない)として規定し(第 l
章)、戦後におけるイギリス経済のパフォーマンスの推移などの諸条件を背景において、イギリスの地域開
発の展開が概観される(第2章)。
第2部と第3部が本論文の中心を成す。まず沼2部(第3章一第6章)において、両大戦間期において
石炭や造船など、国際競争力を失った1 -1型工業に特化した地域に生じた失業問題を解決することを目的と
した地域政策の登場と、戦後1970年代までの基本的にはその線に沿った展開が叙述される。ついで第2部
(第7章、第9章)においては、 1980・90年代における、上述のようなものとしての地域政策の後退と新た
な地域政策(地域戦略としての、また「地域の競争力.J!確保を目的とする地域政策)の登場に日がいlけら
れる。ほぽ10年単位に区切って、背景をなす諸条件の変化と関連付けながら、詳しく検討されている。
以上を承けて、第4部において、正業立地の動向をたどるなどして政策評価を行う(第10章)とともに、
「効率・成長と公平・苧等とのパランス問題」から「諸政策の垂直・水平的調整及び、空間問題の総合調整の
必要性Jに主る1項目の課題を列挙すること(第1章)によって全編が結ぼれる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、政府や議会などの公式文書のほか、現地の研究者の手になる多数の著書・論文を素材とする。
主として公式文書を用いて各時期における政策の内容を解説した後、それに対して研究文献によりながら
コメントを加え、要所に背景の説明を配するという形で、記述される
本論文の最大の貢献は、 1920年代から1990代に至るイギりス地域政策を、現地の多数の文献を丹念に渉
猟しながら、背景をなす諸条件と関連付けて、通史としてまとめ上げたことにある。事例研究や特定時期
の考察は別として、このような包括的なイギリスにも存在しないとは、申請者の自負するところである。
日本の経済地理学界に多大の貢献をなすものであるのはもちろん、現代イギリス経済史など関係分野の研
究者の禅益するところ少なしとはしない。
もちろん、 iAであるが、 Bの面もある lという類の叙述が散見され、 AとBという異なる主彊・評価をど
のように関連付けるかを不問のまま残しているとか、第3部において解説される政策展開は、地域のイニ
シアティブの下で、また産業政策と結びつけてなされるから、第1章における国家による宅間政策とする
主題の規定を再検討することを求めているのではないかといった疑問もあって、本論文にも問題がないわ
けではないじしかし、それは本論文の上述の先駆者的貢献を大きく損なうものではない。後に続く研究者
が本研究を踏まえて課題として引き継ぐべき論点というべきであろう。
以上で述べたところにより、本論文は博士(経済学)の学伎を捜与するに値するものと判定する。
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